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　「山笑う」は、春の山の明るい様子を表した俳句
の季語ですが、四時山の「春山淡治にして笑うが
如く」が語源です。
　やっと陽春の到来です。皆さん、お元気にお過
ごしでしょうか、お伺い申し上げます。

安全・安心の基盤づくり予算
　
　この号の執筆時期は、いつも 3月定例議会の真
っ最中となります。
　今回の施政方針のタイトルは『地方創生と財政
健全化の両輪をまわす』とし、125.4億円の一般会
計予算案を提案しています。
　予算編成で意図したところは次の 3点です。
•安全安心な生活基盤を確立する「整備型」
•地域資源を活かし未来に繋げる「価値創造型」
•行財政を持続可能にさせる「規律型」
　
　議会の議決を受けたならば、直ちに生活基盤の
整備と地方創生への取り組みを始めていきます。

急速な少子高齢化を実感…
　
　本年度をもって閉園に至った中町幼稚園の最後
の修了式（卒園児54人）を先ほど終えましたが、全
町の 5歳児数は156人です。
　昨年度の出生児数を確認すると、115人まで落
ち込んでいます。
　一方の高齢化率はすでに31.7％であり、15年先
の2030年には40％を越え、40年には44.4％に達す
る見込みです。
　「人生65年時代」を前提とした社会の仕組みを
「人生90年時代」にマッチしたものに、早急に組み
替えねばなりません。
　また「健康寿命の延伸策」も真剣に練り、高齢者
が相互にこれを実践せねばなりません。
　社会貢献に焦点を当てた活動に重きを置き、次
世代に負担を残さないとの姿勢が大切ですね。
　15年先には、わたしも喜寿を迎えています。
　　　　　　　　　　　　

平成27年 3 月20日（記）

　中町幼稚園修了式の園
児入場の様子です。
　拍手で迎えられ、緊張
しながらも堂々と歩く姿
はとても頼もしく感じま
した。春からは一年生。
元気いっぱいがんばって
ほしいですね。

たんや
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町長からの手紙
町長 戸田善規

 人　口　　22,348人 （前月比－33）

 男　性　　10,840人 （前月比－22）

 女　性　　11,508人 （前月比ー11）

 世帯数　 　7,531戸

わたしたちの多可町
平成27年 3 月 1 日現在
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中町幼稚園閉園
　～たくさんの思い出とともに　41年の歴史に幕～

　大きな声で返事をし、修了証書を受け取りました。中町幼稚園で歌う最後の歌
となる園歌斉唱では、会場中に園児たちの大きな声が響き渡りました。園児と保
護者から先生へのサプライズもあり、涙涙の修了式となりました。

　園児らによるダンスや合奏のほか、手品やタカレンジャーショーなどのステー
ジイベントが行われました。また、PTAや各種ボランティアによるフードコーナ
ーやゲームコーナーなどが設けられ、来場者は楽しいひとときを過ごしました。

　 3月31日、長い歴史に幕を閉じた中町幼稚園。
　 3月1日には閉園式と中幼フェスティバルを開催し、園児や卒園生など約1,000人が訪れ、学び
やとの別れを惜しみました。また、3月21日には修了式が行われ、中町幼稚園最後の卒園児となる
54人の園児らが元気に巣立っていきました。　　

◉修了式

◉閉園式・中幼フェスティバル
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園長　仲田あつ子さん

親子２世代、思い出の母校

　運動会のリレーが楽しかったです。離れてしまう友達もいるの
で寂しいけど、4月からの小学校が楽しみです。（七聖ちゃん）
　この度の閉園は、本当に残念でなりません。私自身も中町幼稚
園の卒園生ですが、何事にも最後まで取り組ませてもらい、温か
く見守ってもらっていた思い出があります。そんな思い出深い母
校がなくなるということは、やっぱり寂しいですね。
　今後の認定こども園も、小学校までに身に付けるべき団体行動
や規律などをしっかりと学べる環境であってほしいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（一平さん）

子どもたちのための教育環境を

　前身の親愛幼稚園から数えると93年、脈々と受け継がれてきた
歴史ある中町幼稚園が閉園するのはとても寂しいです。
　中町幼稚園では、毎年研究テーマを掲げて保育・教育に取り組
んできました。近隣の幼稚園や保育所（園）に呼び掛けて公開保育
を行ったり、大学の先生を講師に招いて幼稚園から小学校へつな
げる教育についての研修会なども行ってきました。今後、認定こ
ども園でも研修会などの機会を積極的に設けて、子どもたちが生
き生きと成長していけるような教育体制、環境づくりを行ってほ
しいと思います。

みんなから愛された中町幼稚園

　先日の中幼フェスティバルには、悪天候にも関わらずたくさん
の人が遊びに来てくれました。卒園生たちの成長した姿が見られ
たり、当時の思い出話で盛り上がったりと楽しい時間を過ごすこ
とができました。出会う人が口々に閉園を惜しんでくれたことで、
中町幼稚園はみんなから愛されていたんだなと実感することがで
き、とてもうれしく思いました。
　「楽しく、笑顔で伸び伸び活動する園児の育成」を目標に中町幼
稚園がこれまで培ってきた教育の良さを、認定こども園にも取り
入れていってもらえればと思います。

PTA会長　藤井　一平さん（昭和53年度卒園）
　　　　　　　七聖ちゃん（平成26年度卒園）

教諭　北藤　静さん 教育長　岸原　章

中町幼稚園の閉園にあたって
　この度、中町幼稚園が41年間の歴史に終止符を打ち、3 月31日で閉園と
なりました。全国的に少子化が進む中、多可町においても子どもの数が
年々減少しており、開園当時205人だった園児も昨年度は54人にまで減少し
ていました。こうした中、町教育委員会としましては、中町幼稚園を閉園
し、民間による幼稚園と保育所の両方の機能を持った「幼保連携型の認定こ
ども園」を支援し、就学前教育・保育を推進していくこととしました。
　中町幼稚園の歴史を閉じることは非常に残念ではありますが、中区にお
ける幼稚園教育は今後、3 つの認定こども園に引き継がれていきます。こ
れからも時代を担うたくましい多可町っ子を育成するため、質の高い教
育・保育の実施を目指していきます。ご支援をお願いします。
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翼　

藤
田
賢
嗣　
　

丸
岡
洋
平　
　

三
村
有
司
○

建　

設　

課

　

課
長　
藤
本　

巧

　
　
　
藤
原　

徹

　
　

竹
本
早
苗　

　
　

藤
井　

裕

　
　
　
高
見
隆
一

芝　

和
征　
　

宮
崎
公
善

田
中
研
三　
　

翁
田
拓
樹
○

余
暇
村
公
園

地
籍
調
査
室

室
長　
山
尾　

清

園
長　
多
方
光
宏

　
　
　
永
井
浩
喜

梅
田　

貞
○

徳
岡
幸
夫　
　

伊
藤
真
一　
　

小
西
邦
佳　

上
下
水
道
課

　

課
長　
岩
田
通
宏

　
　
　
藤
原
照
明

　
　
　
松
田　

敏

　
　
　
遠
藤　

博

　
　
　
藤
本
典
久

津
田
和
明　
　

藤
本
政
美　
　

上
田
慎
吾

片
岡
佐
代
子　

丸
岡
邦
仁
清　

釜
谷
道
男

会　

計　

課

　

会
計
管
理
者
兼

　

課
長　
伊
藤　

聡

　
　
　
吉
田
知
佳
巳

宮
崎
絢
子　
　

橋
本
し
の
ぶ
○

業　

務　

内　

容

■
議
会
事
務
局

　

議
会
・
監
査
委
員
事
務
な

ど
に
関
す
る
こ
と

■
総
務
課

　

総
務
、
行
財
政
改
革
、
財

政
、
管
財
、
秘
書
、
広
報

広
聴
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
な
ど
に

関
す
る
こ
と

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課

　

庁
舎
等
建
設
、
公
的
施
設

等
改
革
、
電
子
行
政
推
進
、

地
域
情
報
な
ど
に
関
す
る

こ
と

■
地
域
振
興
課

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
、
地
域

交
通
、
企
業
立
地
、
観
光
、

商
工
業
振
興
、
杉
原
紙
研

究
所
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
生
涯
学
習
課

　

生
涯
学
習
、
男
女
共
同
参

画
、
人
権
教
育
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
会
館
な
ど

に
関
す
る
こ
と

■
税
務
課

　

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

　

滞
納
収
納
、
滞
納
処
分
、

　

収
納
率
向
上
対
策
な
ど
に

関
す
る
こ
と

■
住
民
課

　

戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、

　

保
険
、
医
療
、
公
営
住
宅
、

年
金
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
生
活
安
全
課

　

消
防
・
防
災
、
防
犯
、
生

活
安
全
、
公
害
、
環
境
な

ど
に
関
す
る
こ
と

■
健
康
福
祉
課

　

社
会
福
祉
、
児
童
福
祉
、

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
衛

生
、
介
護
保
険
、
健
康
づ

く
り
、
母
子
保
健
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
診

療
所
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
産
業
振
興
課

　

農
業
振
興
整
備
、
林
業
振

興
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
建
設
課

　

道
路
橋
梁
河
川
、
都
市
計

画
、
地
籍
調
査
、
余
暇
村

公
園
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
上
下
水
道
課

　

上
水
道
管
理
、
下
水
道
管

理
な
ど
に
関
す
る
こ
と

■
会
計
課

　

収
納
、
歳
入
・
歳
出
事
務

な
ど
に
関
す
る
こ
と

○：技術顧問　○：嘱託　○：徴収専門員　○：危機管理指導主任　○：保健師　○：栄養士　○：再任用 ○：看護師　○：介護支援専門員　○：医師　○：行政事務組合派遣　○：県土木派遣　　

　
　
　
金
高
竜
幸

山
本
茂
弘　
　

三
船
重
夫
○
○　

嘱顧 行 県

　
　
　
松
田
里
美

　
　
　
川
上
誠
司

　
　
　
石
井
美
子

　
　
　
今
中
大
祐

環
境
美
化
対
策
室

　
　
　
秋
田
喜
廣

板
倉
隆
善　
　

梅
田
浩
史　
　

山
本
早
希

　
　
　
内
藤
実
紀

　
　
　
伊
藤
淳
也

　
　
　
笹
倉
尚
美

坂
口
由
貴
○　

丸
山
久
子
○
○
高
原
照
美
○

　
　

顧
嘱

再嘱嘱

嘱

嘱嘱
嘱

嘱
徴

嘱
危

保
保

保

保
保

栄保栄

保
栄

行 行

嘱 嘱

嘱
介
嘱

嘱

嘱 嘱

嘱 嘱 嘱

看看

看

介

介

看

看 看

看行

県

医医医

再

再

徴 危 保

再

再栄 介看 医

生
活
安
全
課

　

課
長　
竹
内
勇
雄　

（
環
境
美
化
対
策
室
長
兼
務
）
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成
瀬　

敦　
　
　

板
垣
幸
代
○
○

遠
藤
千
穂
○　
　

井
上
珠
美
○
○

安
平
裕
美
○　
　

宮
崎
清
代
○
○

小
西
美
和
○
○　

笹
倉
志
津
○
○

吉
田
永
理
○
○　

小
幡
美
和
○
○

竹
本
美
幸
○
○　

藤
本
早
苗
○
○　

宮
崎
万
希
子
○
○
吉
田
祐
子
○
○

藤
本
佳
子
○
○　

藤
原
華
枝
○
○

梶
原
結
香
○
○　

伊
藤
加
奈
子　

神
月
美
帆

課　

長　

級

副
課
長
級

課
長
補
佐
級

教育委員会部局

平成27年度職員配置

一　

般　

職

教
育
総
務
課

　

課
長　
今
中　

明

　
　
　
（
中
央
公
民
館
長
兼
務
）

図　

書　

館

　

神
崎
進
吾

　
　
　
　
　
　
　

（
指
導
主
事
）

　

山
下
新
吾

　

山
口
文
枝

学
校
教
育
課

　

課
長　
谷
尾
秀
伸

こ
ど
も
未
来
課

　

課
長　
今
中
孝
介

　
　

宮
原
文
隆

　

足
立
浩
一

　

遠
藤
任
紀

　

土
田
千
春

那
珂
ふ
れ
あ
い
館

多
可
町
学
校

　

給
食
セ
ン
タ
ー

嘱

司

館
長　
安
平
勝
利

小
林
弥
生　
　

近
藤
文
好
○
○

伊
藤
竜
太　
　

早
崎
喜
代
美
○　

梨
木
田
真
紀
○

安
平
千
恵
美
○　
　

館
長　
藤
田
喜
晴
○　

中
里
尚
子　
　

依
藤
啓
子
○　

大
杉
和
則

嘱

嘱 嘱

嘱 嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱

嘱
嘱

嘱
調
嘱 嘱嘱

所
長　
藤
原　

満

　
　

足
立
貴
美
代

　

北
藤　

静　

　

定
本
直
也

財
賀　

薫　
　

髙
見
知
恵
○
○

浦
川
直
人　
　

藤
田
由
佳
○

岸
本
裕
介　
　

加
美
幼
稚
園
・
八
千
代
幼
稚
園
（
次
頁
参
照
）、
学
校
校
務
員
（
下
表
参
照
）

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
・
家
庭
教
育

児
童
館
・
学
童
保
育
、
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
次
頁
参
照
）

加
美
保
育
園
・
八
千
代
保
育
園
（
次
頁
参
照
）

荻
野
智
久

　
　

　

（
派
遣
社
会
教
育
主
事
）

教育長　岸原　章

業　

務　

内　

容

安
平
由
美
（
中
南
小
）○

小
幡
美
恵
子
（
中
北
小
）○

藤
原
弥
奈
子
（
松
井
小
）○

高
尾
義
明
（
杉
原
谷
小
）
○

永
尾
ゆ
か
り
（
八
南
小
）○

宮
崎
弥
生
（
八
北
小
）○

吉
田
君
代
（
八
西
小
）○

森
野
し
げ
み
（
中
町
中
）○

常
見
正
子
（
加
美
中
）○

岩
田
享
子
（
八
千
代
中
）○

◉
学
校
校
務
員

■
教
育
総
務
課

　

教
育
委
員
会
事
務
、
学
校

園
施
設
管
理
、
給
食
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
那
珂
ふ

れ
あ
い
館
、
図
書
館
な
ど

に
関
す
る
こ
と

■
学
校
教
育
課

　

学
校
教
育
全
般
、
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
関

す
る
こ
と

■
こ
ど
も
未
来
課

　

幼
児
教
育
・
保
育
全
般
、

学
童
保
育
、
地
域
家
庭
教

育
、
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
関
す
る
こ

と

　

職
員
の
異
動　

幼
稚
園
・
保
育
園

　

児
童
館
・
学
童
保
育　

　

子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

◉
退　

職
〈
3
月
31
日
付
〉

三
村
秀
夫
（
議
会
事
務
局
長
）

梅
田　

貞

（
地
域
振
興
課
副
課
長
・
加
美
地
域
局
長
）

藤
村
芳
昭
（
建
設
課
副
課
長
）

木
俣
美
代
子

（
こ
ど
も
未
来
課
副
課
長
・
キ
ッ
ズ
ラ

ン
ド
か
み
所
長
兼
加
美
保
育
園
長
）

仲
田
あ
つ
子　

（
こ
ど
も
未
来
課
副
課
長
・
中
町
幼
稚
園
長
）

三
村
有
司
（
産
業
振
興
課
副
課
長
）

杉
浦
克
也
（
生
涯
学
習
課
副
課
長
）

桑
村
安
佳
美

（
健
康
福
祉
課
副
課
長
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

門
脇
靖
彦
（
建
設
課
課
長
補
佐
）

福
井
一
美
（
総
務
課
主
査
）

高
橋
智
恵
美

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
調
理
員
）

◉
採　

用
〈
4
月
1
日
付
〉

岸
本
裕
介
（
こ
ど
も
未
来
課
）

後
藤　

綾
（
生
涯
学
習
課
）

下
原
つ
ば
さ
（
健
康
福
祉
課
）

安
平
つ
く
偲
（
健
康
福
祉
課
）

中
根
達
平
（
総
務
課
）

◉
転
出
・
異
動
〈
3
月
31
日
付
〉

高
見
英
明
（
こ
ど
も
未
来
課
長
）

◉
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
か
み

所
長　

多
方
由
紀
美
（
幼
稚
園
教
諭
）

加
美
幼
稚
園

園
長　
（
多
方
由
紀
美
）（
所
長
兼
務
）

　
　
　

藤
田
貴
久
（
幼
稚
園
教
諭
）

　
　
　

笹
倉　

彩
（
養
護
教
諭
）

　
　
　

德
平
多
恵
（
幼
稚
園
教
諭
）○

　
　
　
長
谷
川
美
紀
子
（
幼
稚
園
教
諭
）○

　
　
　

原
田
志
保
（
幼
稚
園
教
諭
）○

　
　
　

吉
田
珠
美
（
幼
稚
園
教
諭
）○

　
　
　

新
田
昌
美
（
園
務
員
）○

加
美
保
育
園　
　
　

園
長　

今
中
里
美

　
　
　

吉
井
美
和
（
保
育
士
）

　
　
　

茶
本
亜
紀
（
保
育
士
）

　
　
　

吉
田
早
苗
（
保
育
士
）

　
　
　

安
平
智
香
子
（
保
育
士
）

　
　
　

石
塚
貴
美
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

片
岡
さ
お
り
（
保
育
士
）○

　
　
　

平
松
真
由
美
（
保
育
士
）○

　
　
　

東
田　

絢
（
保
育
士
）○

　
　
　

宮
崎
彩
加
（
保
育
士
）○

　
　
　

松
尾
江
利
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

岸
田
有
貴
（
保
育
士
）○

　
　
　

鍋
谷
由
梨
（
保
育
士
）○

　
　
　

園
田
彩
夏
（
保
育
士
）○

　
　
　

西
岡
菜
摘
（
保
育
士
）○

　
　
　

藤
田
純
子
（
保
育
士
）○　

　
　
　

河
崎
杏
奈
（
保
育
士
）○

　
　
　

吉
川
貴
美
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

丸
岡
茂
美
（
保
育
士
）○

　
　
　

秋
山
将
人
（
保
育
士
）○

　
　
　

小
林
美
穂
（
調
理
員
）○

　
　
　

冨
田
彩
夏
（
調
理
員
）○

　
　
　

芝
本
明
美
（
調
理
員
）○

◉
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
や
ち
よ

所
長　

萬
浪
久
恵
（
保
育
士
）

八
千
代
幼
稚
園

園
長　
秋
山
ま
す
み

　
　
　

窪
田
智
子
（
幼
稚
園
教
諭
）

　
　
　

西
山
京
子
（
幼
稚
園
教
諭
）

　
　
　
川
嶋
か
お
り
（
幼
稚
園
教
諭
）

　
　
　

藤
本
尚
美
（
幼
稚
園
教
諭
）○

　
　
　

岡
田
香
苗
（
幼
稚
園
教
諭
）○

　
　
　

森
脇
咲
希
（
幼
稚
園
教
諭
）○

　
　
　

吉
田
美
智
代
（
養
護
教
諭
）○

　
　
　

数
原
公
子
（
園
務
員
）○

八
千
代
保
育
園　
　

園
長　
（
萬
浪
久
恵
）（
所
長
兼
務
）

　
　
　

小
西
幸
子
（
保
育
士
）

　
　
　

尾
芝
摩
美
（
保
育
士
）

　
　
　

藤
原
文
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

松
田
和
恵
（
保
育
士
）○

　
　
　

門
脇
綾
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

眞
鍋
祐
美
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

髙
橋
尚
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

青
山
味
希
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

森
脇　

舞
（
保
育
士
）○

　
　
　

和
田
美
咲
（
保
育
士
）○

　
　
　

中
村
有
加
里
（
保
育
士
）○

　
　
　

丸
山
直
子
（
保
育
士
）○

　
　
　

内
橋
有
香
（
保
育
士
）○

　
　
　

宮
崎
千
代
美
（
保
育
士
）○

　
　
　

丸
山　

櫻
（
保
育
士
）○

　
　
　

松
田
紀
子
（
調
理
員
）○

　
　
　
　
　

森
井
さ
つ
き
（
調
理
員
）○

　
　
　

足
立
公
子
（
調
理
員
）○　

所
長　
松
田
良
孝
○

　

嘱

嘱
嘱
嘱
嘱
嘱嘱

嘱嘱 嘱嘱

調調

調
嘱

嘱嘱

嘱嘱
嘱

嘱

嘱嘱嘱
嘱

嘱
嘱

嘱
嘱嘱嘱嘱 嘱嘱嘱

嘱 嘱

嘱 嘱嘱

嘱

嘱

嘱
嘱

嘱 嘱

嘱
嘱嘱嘱

嘱
嘱 嘱

嘱 嘱

嘱

　
　
　中

児
童
館

館
長　

松
本
寿
朗
○

　
　
　

竹
中
瑞
穂
○

み
な
み
児
童
館

館
長　

大
西
秀
夫
○

　
　
　

来
住
尚
子
○

中
南
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　
　
　

久
保
昌
美
○

中
北
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　
　
　

高
永
千
絵
○

松
井
っ
子
ク
ラ
ブ

　
　
　

藤
原
早
代
美
○

杉
っ
子
ク
ラ
ブ

　
　
　

永
井
あ
ゆ
み
○

八
千
代
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
　
　

古
来
京
子
○

子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

岡
本
美
紀
○

　
　
　

花
瀬
真
紀
○ 嘱嘱嘱嘱嘱嘱 嘱嘱

嘱 嘱

○：司書　○：嘱託　○：給食調理員　○：家庭相談員司 嘱 調

嘱 嘱

嘱

嘱

嘱嘱

家 ○：相談室長兼学校園アドバイザー

相

相

調調
調
調調

調調調調調 調調
家

　
　
　
藤
本
志
織
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■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
☎（
32
）5
1
5
1

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
を

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

■
問
合
先　

生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
ご
案
内

　

飼
い
主
に
は
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
に
一
生
に
一
度
の
登
録
と
、
年
に
一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

時間
午前９時10分～９時25分
午前９時35分～９時45分
午前９時50分～９時55分
午前10時～10時10分
午前10時20分～10時35分
午前10時40分～10時50分
午前10時55分～11時 5 分
午前11時10分～11時15分
午前11時20分～11時25分
午前11時30分～11時40分
午前11時45分～11時50分
午後11時55分～12時 5 分
午後12時10分～12時30分
午前９時～９時10分
午前９時15分～９時30分
午前９時35分～９時55分
午前10時～10時 5 分
午前10時10分～10時20分
午前10時25分～10時35分
午前10時40分～10時50分
午前10時55分～11時00分
午前11時 5分～11時20分
午前11時30分～11時45分

時間
午前９時～９時15分
午前９時20分～９時35分
午前９時40分～９時55分
午前10時～10時15分
午前10時20分～10時30分
午前10時35分～10時50分
午前10時55分～11時 5 分
午前11時10分～11時25分
午前11時30分～11時45分
午後 1時 5分～ 1時15分
午後 1時20分～ 1時35分
午後 1時40分～ 1時55分
午前９時～９時20分
午前９時25分～９時45分
午前９時50分～９時55分
午前10時～10時15分
午前10時20分～10時35分
午前10時40分～10時50分
午前10時55分～11時10分
午前11時15分～11時25分
午前11時35分～11時50分
午後 1時10分～ 1時20分
午後 1時25分～ 1時35分
午後 1時40分～ 1時50分
午後 1時55分～ 2時10分
午後 2時15分～ 2時25分
午前９時20分～９時30分
午前９時35分～９時45分
午前９時50分～10時
午前10時５分～10時15分
午前10時20分～10時25分
午前10時30分～10時40分
午前10時45分～10時55分
午前11時～11時10分
午前11時15分～11時25分
午前11時35分～11時55分
午後 1時 5分～ 1時15分
午後 1時20分～ 1時30分
午後 1時35分～ 1時40分
午後 1時45分～ 1時55分
午後 2時～ 2時10分
午後 2時15分～ 2時20分

場所
熊野部公会堂
岩座神公会堂
棚釜公会堂
多田公会堂

大屋住民センター
坂本住民センター
中村住民センター
横屋住民センター
下村住民センター
門田住民センター
赤坂住民センター
俵田住民センター
川西公民館

上三原住民センター
中三原住民センター
柳山寺住民センター
下三原住民センター
花の宮公民館
トクマル電工北側空地
下野間住民センター
野田・野口団地集会場
旧仕出原公民館跡地
片瀬公民館

場所
中村町コミュニティセンター
森本公民館
西安田公民館
中安田公民館駐車場
東安田集落センター
曽我井公民館
坂本公民館
糀屋公民館
安坂公民館
茂利公民館
奥中公民館
高岸公民館
門前公民館
東山公民館
田野口公民館
牧野公民館
鍛冶屋公民館
天田公民館
岸上公民館
間子公民館
安楽田公民館
山野部公会堂
西脇農業倉庫
寺内研修所
的場公会堂
奥荒田公会堂
山寄上公会堂
鳥羽公会堂
清水公会堂
轟公会堂
山口公会堂
西山公会堂
市原公会堂
丹治公会堂
大袋公会堂
豊部公会堂
奥豊部公会堂
杉原公会堂
門村公会堂
三谷公会堂
箸荷公会堂
観音寺公会堂

日

4/14
（火）

4/15
（水）

日

4/9
（木）

4/10
（金）

4/13
（月）

◉狂犬病予防接種料金
・新規登録手数料　　　　　3,000円
・注射済票交付手数料　　　　550円
・注射手数料　　　　　　　2,650円

■ご注意
①ご来場の際には事故防止のため、首輪が外れないようにしっかり付
　け、犬を制御できる人がご来場ください。
※制御できない場合は、動物病院での接種をお願いすることがありま
　す。
②居住地に関わらず、どの会場・時間帯でも接種できますので、ご利
　用ください。
③ふん尿の始末は、連れてこられた人が責任を持って持ち帰ってくだ
　さい。
④雨天の場合でも実施します。

◉犬が迷子になったら…
　犬が逃げ出したり居なくなった場合は、ご連絡ください。
•生活安全課　☎（32）4777
•西脇警察署　会計課　☎（22）0110
•兵庫県動物愛護センター三木支所　☎0794（84）3050

※登録されている人には別途通知します。

　町コミュニティバスの乗車パスが 3年に一度の更新で、 4月から
新しくなっています。更新手続きがお済みでない人や新しく交付を
希望する人は、交付申請手続きを行ってください。
◉申請方法
　「多可町コミュニティバス乗車パス交付申請書」に必要事項を記入し、役場・加美プラザ・八千代プ
ラザ・アスパルに持参するか、郵送・ＦＡＸでお申し込みください。（申請書は、広報たか 2 月号で
折り込みしていますが、役場・加美プラザ・八千代プラザ・アスパルにもあります。）
また、電子メールでも受け付けています。件名を「多可町コミュニティバス乗車パス申請」とし、①

住所②氏名③生年月日④性別⑤電話番号⑥世帯主を記入し、送信してください。

多可町コミュニティバス
乗車パスの更新はお済みですか？

問合先　地域振興課　☎（32）4779　FAX（32)3814
郵送先　〒679‐1192　多可町中区中村町123  多可町役場地域振興課
メールアドレス　chiiki@town.taka.lg.jp

▲新しい乗車パスは青色です

　

平
成
27
年
度
の
高
齢
者
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
の
定
期
接
種
対

象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者

①
平
成
27
年
度（
4
月
1
日
か
ら

　

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
の

　

間
）に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

　

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳

　

お
よ
び
1
0
0
歳
と
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

　

臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

　

の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

　

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

　

機
能
に
重
度
の
障
害
を
有
す

　

る
人

■
接
種
期
間

　

4
月
1
日（
水
）

　

〜
平
成
28
年
3
月
31
日（
木
）

■
接
種
費
用　

4
，0
0
0
円

　

（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

※
す
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
N
P　

　
（
23
価
肺
炎
球
菌
莢
膜
ポ
リ
サ

　

ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
）」の

　

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

　

人
は
、
対
象
外
で
す
。

■
接
種
場
所　

　

北
播
磨
圏
域
の
協
力
医
療
機
関

※
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
医

療
機
関
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

◉
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
費
助
成
は
継
続
し
ま
す

　
■
対
象
者

　

平
成
27
年
度
定
期
接
種
対
象

者
以
外
で

①
内
部
障
害
の
身
体
障
害
者
手

　

帳
を
有
す
る
人

②
基
礎
疾
患
を
有
す
る
65
歳
以

　

上
の
人

■
助
成
回
数　

１
人
１
回

■
助
成
額　

4
，0
0
0
円

　

（
助
成
額
を
超
え
る
分
に
つ
い

　

て
は
自
己
負
担
、
生
活
保
護

　

世
帯
は
無
料
）

※
主
治
医
と
相
談
の
上
、
医
療

　

機
関
に
あ
る
申
請
書
を
記
入

　

し
、
健
康
福
祉
課
へ
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

生年月日
昭和25年 4 月 2 日～昭和26年 4 月 1 日生まれ
昭和20年 4 月 2 日～昭和21年 4 月 1 日生まれ
昭和15年 4 月 2 日～昭和16年 4 月 1 日生まれ
昭和10年 4 月 2 日～昭和11年 4 月 1 日生まれ
昭和 5年 4月 2日～昭和 6年 4月 1日生まれ
大正14年 4 月 2 日～大正15年 4 月 1 日生まれ
大正 9年 4月 2日～大正10年 4 月 1 日生まれ
大正 4年 4月 2日～大正 5年 4月 1日生まれ

対象者
65歳となる人
70歳となる人
75歳となる人
80歳となる人
85歳となる人
90歳となる人
95歳となる人
100歳となる人

※65歳以上の人は平成30年度までに順番に定期接種の対象となり、平成31年度以降は65歳になる人が対象となります。

■平成27年度の定期接種の対象者
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■
問
合
先　

住
民
課（
住
宅
政
策
室
）☎（
32
）4
7
7
6

さ
と

•
購
入
者
を
対
象
と
し
た
助
成

制
度
や
今
年
度
で
終
了
す
る

木
造
住
宅
新
築
助
成
に
よ
り
、

最
大
2
5
0
万
円
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
県
が
実
施
す
る
県
産
木
材
住

宅
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
低
利
率
の
借
り
入
れ
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
資
格
な
ど
が
助
成
内
容

ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
購
入
申
込
資
格

①
住
宅
建
築
用
の
宅
地
を
必
要

と
し
、
5
年
を
め
ど
に
建
築

の
着
手
が
見
込
め
る
人

②
入
居
時
に
は
購
入
地
に
住
民

登
録
し
、
永
住
予
定
の
人

③
日
本
国
籍
の
人
、
ま
た
は
永
住

許
可
を
受
け
て
い
る
外
国
人

④
支
払
期
日
ま
で
に
譲
渡
代
金

　　

の
支
払
い（
頭
金
10
％
・
残
金

90
％
）が
可
能
な
人

⑤
暴
力
団
な
ど
、
反
社
会
的
な

組
織
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、

人
権
を
尊
重
し
、
暴
力
の
な

い
明
る
い
社
会
・
地
域
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
人

⑥
譲
渡
契
約
時
の
年
齢
が
満
20

歳
以
上
の
人

⑦
税
金
や
公
共
料
金
な
ど
の
滞

納
が
な
い
人

※
助
成
制
度
の
一
部
を
紹
介

◉
宅
地
分
譲
若
者
世
帯
支
援
特

例
制
度

　

婚
姻
届
出
後
3
年
以
内
で
夫

婦
の
合
計
年
齢
が
80
歳
未
満
の

新
婚
世
帯
も
し
く
は
子
ど
も（
中

学
生
以
下
）の
扶
養
人
数
に
よ
り
、

分
譲
価
格
か
ら
１
１
０
万
円
を

限
度
に
減
額
し
ま
す
。

•
新
婚
世
帯　

30
万
円

•
第
1
子　
　

50
万
円

•
第
2
子　
　

30
万
円

•
第
3
子 
　

20
万
円

•
第
4
子　
　

10
万
円

◉
宅
地
分
譲
地
購
入
者
住
宅
新

築
助
成
制
度

　

新
築
す
る
経
費
の
5
％
を
助

成
し
ま
す（
上
限
50
万
円
）。

　

さ
ら
に
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
に
は
最
大
20
万
円
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。

◉
分
譲
地
購
入
者
紹
介
制
度

　

分
譲
地
購
入
希
望
者
の
紹
介

者
に
10
万
円
分
の
多
可
町
商
品

券
を
贈
り
ま
す
。
た
だ
し
、
紹

介
を
受
け
た
人
が
6
カ
月
以
内

に
土
地
譲
渡
契
約
を
結
び
、
土

地
代
金
が
全
額
納
付
さ
れ
た
場

合
に
限
り
ま
す
。

助
成
制
度
拡
充

「
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
み
の
郷
」購
入
者
募
集

　

宅
地
分
譲
地「
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
み
の
郷
」で
は
、
子
育
て
世
帯
の
支
援

に
加
え
、
新
た
に
新
婚
世
帯
に
対
し
て
も
価
格
の
減
額
な
ど
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

　

町
内
建
築
業
者
の
技
能
・
技
術
の
継
承
、
地
場
産
業
の
振
興
を
促
進

す
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
や
木
造
住
宅
新
築
助
成
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
住
人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性
化
を
促

進
す
る
た
め
、
転
入
者
の
中
古
住
宅
購
入
を
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
で
6
回
目
を
迎
え
る「
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」。

　

多
可
町
・
西
脇
市
29
カ
所
の
庭
な
ど
で
、
花
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
花
々
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

済済

済済

済

済

済

済済

公共用地

宅地内道路幅５m

宅地内道路幅５m

442万円441万円

459万円449万円
5号地

3号地 4号地

6号地
の
ぎ
く
バ
ス
停

N

さ
と

　　

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
見
学

は
、「
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
が
目
印
で

す
。
詳
し
く
は
、
4
月
上
旬
に

発
行
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
観

光
交
流
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
町
の
公

　

共
施
設
や
地
域
振
興
課
に
あ

　

り
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
振
興
課）☎（
32
）4
7
7
9

出
掛
け
よ
う
！
春
を
感
じ
る
す
て
き
な
庭
へ
…

多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
2
0
1
5

◉
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定

　

北
播
磨
余
暇
村
公
園
で
の
ガ

ー
デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
や
毎
年
大

人
気
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
ツ

ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

■
問
合
先　

住
民
課（
住
宅
政
策
室
）☎（
32
）4
7
7
6

今
年
度
で
終
了
し
ま
す

多
可
町
の
住
ま
い
の
助
成

■
期　

間　

4
月
29
日（
水
・
祝
）〜
5
月
24
日（
日
）

■
と
こ
ろ　

多
可
町
お
よ
び
西
脇
市

◉
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

■
助
成
額

　

事
業
費
の
5
％

　
（
上
限
5
万
円
・
千
円
未
満
は

　

切
り
捨
て
）

■
対
象
条
件　

•
自
己
が
所
有
し
、
居
住
す
る

　

町
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

•
町
内
の
建
築
業
者
な
ど
が
施

　

工
す
る
こ
と

•
事
業
費
が
50
万
円
以
上
の
住

　

宅
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

•
ほ
か
の
住
宅
助
成
事
業
を
受

　

け
て
い
な
い
こ
と

•
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
工
事
着
工
前
の
申
請
が
必
要

　

で
す
。

◉
木
造
住
宅
新
築
助
成
制
度　

■
助
成
額

　

建
築
費
1
，0
0
0
万
円
以
上

の
住
宅
に
10
万
円
を
助
成

 

建
築
費
が
5
0
0
万
円
増
え

る
ご
と
に
10
万
円
ず
つ
加
算（
上

限
50
万
円
）

■
対
象
条
件　

•
耐
震
金
物
・
火
災
報
知
機
の

取
付
、
居
室
の
換
気
シ
ス
テ

ム
な
ど
建
築
基
準
法
に
準
じ

た
工
事
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

•
大
工
、
左
官
工
事
、
内
装
工

事
、
電
気
工
事
な
ど
町
の
指

定
す
る
14
職
種
の
う
ち
、
10

職
種
以
上
が
町
内
業
者
で
あ

る
こ
と

•
元
請
お
よ
び
大
工
は
町
内
業

者
で
あ
る
こ
と

•
主
に
兵
庫
県
産
木
材
を
使
用

し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

•
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
工
事
着
工
前
の
申
請
が
必
要

　

で
す
。

◉
中
古
住
宅
購
入
助
成
制
度

　
■
助
成
額

　

20
万
円
を
限
度
に
助
成

■
対
象
条
件　

•
住
宅
の
所
有
者
と
契
約
を
交

わ
し
、
町
外
か
ら
移
住
す
る

中
古
住
宅
購
入
者（
3
親
等
以

内
の
親
族
か
ら
の
購
入
は
除

く
）

•
多
可
町
に
定
住
の
意
思
を
持

ち
、
5
年
以
上
居
住
す
る
こ

と
を
誓
約
し
た
人

•
町
内
に
建
築
し
た
個
人
住
宅

で
、
平
成
22
年
4
月
１
日
以

降
に
購
入
し
た
物
件

•
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

※
転
入
後
6
カ
月
以
内
に
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
助
成
制
度
は
今
年
度
で
受

付
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
ご
と
に
申
請
書
類
な
ど

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

兵庫県男女共同参画県民アンケート
｢夫婦とも育休を｣ 6 割　～男性の育児参加意識、徐々に変化を～

兵庫県男女共同参画県民アンケート
｢夫婦とも育休を｣ 6 割　～男性の育児参加意識、徐々に変化を～

兵庫県男女共同参画県民アンケート
｢夫婦とも育休を｣ 6 割　～男性の育児参加意識、徐々に変化を～

　県が実施した男女共同参画に関する県民アンケートによると、育児休業は｢夫婦とも取るべき｣5
8.2％（前回平成21年調査より7.1ポイント増）が｢妻が取るべき｣の32.9％（同8.2ポイント減）を大き
く上回っており、男性の育児参加への意識が徐々に浸透しつつあることが分かりました。｢家庭での
夫婦の役割分担のあり方｣についてもそれぞれ同程度行うべきだという回答が増えており、夫婦が
共に協力していくべきという意識が高まっています。
　｢女性が活躍できる仕事・職場環境にするために必要なこと｣では、｢育児・
介護との両立支援制度の充実（74.1％）｣｢女性が働くことへの理解（66.3％）｣
｢長時間労働がないこと（58.6％）｣があげられ、｢女性の活躍が進むために必要
な家族や社会などからの支援｣では、｢保育や介護およびサービスの充実｣｢男
性の積極的な家事・育児・介護参加｣と考える女性が特に多く、施設やサー
ビスの充実に加え、男性の積極的な参画を促進させるための環境整備が求め
られています。

ひょうご男女共同参画ニュースより　　　　　　　　　　　　　　　　　問県男女共同家庭課　☎078（362）3160

▲昨年のツアーの様子

•分譲区画　 4区画　※先着順
•所在地　加美区熊野部

クローズアップ町政



▲松井庄駐在所のおまわりさんへ

　

3
1

第 1回子ども竹とんぼ大会

飛べ！手作り竹とんぼ13
3

杉原紙版画カレンダー制作

杉原紙に込めた感謝の気持ち
　松井小学校の児童が町の特産品である杉原紙を使
った版画カレンダーを作成し、町内の公共施設やお
世話になっている人などに配付しました。
　同小学校では、カレンダー制作を通してふるさと
を愛する心を育てるとともに、日ごろお世話になっ
ている人たちへ感謝の気持ちを伝えてきました。今
年は初めて一枚物の年度暦となっており、子どもた
ちの感謝のメッセージを添えて配付されました。

3

▲放水訓練に臨む団員

　春の全国火災予防運動として、町内各所で消防実
践訓練と防火パレードが開催されました。
　滝野カントリー倶楽部（八千代コース）付近では、
加美区と八千代区の5分団16部が集結し、想定の3
カ所の火点をめがけた放水訓練を行いました。隣接
する各区では分団相互の出動範囲となっており、い
ざというときに備え、団員らはそれぞれの持ち場で
の確実な消火作業と連携を確認しました。

消防訓練・防火パレード

有事の備えを確認

12

　食育活動を通して、健康なまちづくりに取り組む
いずみ会が八千代プラザで交流会を開催しました。
　各区のおすすめレシピを持ち寄った会食では、ち
らし寿司や春野菜のサラダなど色とりどりの料理が
ずらり。食事後は、12月に開催された北播磨地域子
育て応援ネット交流大会で発表した寸劇が披露され
ました。会員らは、ユーモアを交えた寸劇を楽しみ
ながら１年間の活動を振り返りました。

いずみ会員交流会

食育でまちづくり

3

　

▲「人生の最期をどのようにつくっていくかを考えることが重要」と話します

　ベルディーホールで「第 3 回多可町地域医療フォ
ーラム」が開催され、約300人が参加しました。
　多可町地域包括ケアネットワークの活動報告で
は、介護予防のための「きっとありがとう体操」を
お披露目し、参加者と一緒に体験しました。その
後、筒井孝子（県立大学大学院教授）による地域包
括ケアシステムの講演では、地域で暮らし地域で
支え合うためのシステム構成について考えました。

3
11

3
1

3
9

第 3回多可町地域医療フォーラム

共に支え合う地域を目指して

▲子育て親子の食育教室のシーンを再現

▲広告収入で経費をまかない、行政負担ゼロで発行します

暮らしの便利帳協同発行協定書調印式

「知りたい」が１冊に！
2

12

19
　株式会社サイネックスと暮らしの便利帳協同発行
にかかる協定書の調印を行いました。
　この便利帳は、行政情報や文化・特産品などの地
域情報などを１冊にまとめたもので、日常生活にお
ける役立つ情報と町の良さを再認識することができ
る内容を掲載するものです。暮らしの便利帳に掲載
する広告の募集に株式会社サイネックスが町内を巡
回しますので、事業者様のご理解をお願いします。

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック

▲オープニングを飾る今中理志さん（市原）らによる雅楽演奏

多可町ふるさと創造大学一念発祥式

よりよいまちづくりへ提言
　１年間の学習のまとめと町への提言を行う修了式
にあたる多可町ふるさと創造大学一念発祥式を、ベ
ルディーホールで開催しました。
　式では各科の代表が学びの成果を発表し、「笑い
があるまちづくり」「もっと多可町を知る多可町探
訪」「情報発信・ＰＲのさらなる充実」「学校施設を
活用した教育施設誘致」などについてまとめた提言
書を町長に提出しました。

　ラベンダーパーク多可で「子ども竹とんぼ大会」が
開催されました。
　竹とんぼの会の代表を務める足立敏朗さん（清水）
の発起で開催されたこの大会。幼稚園児から 6年生
まで22人が参加し、手作り竹とんぼの飛距離を競い
ました。牛乳パックを利用するなど、中野間出身の
国際竹とんぼ協会・清水光義さんの指導のもと、思
い思いの竹とんぼを作り上げました。

▲遠くまで飛ぶように工夫して作ります▲クラブ活動のコーラス（加）が式典に花を添えます

　多可学園の閉講式をベルディーホールで開催し、
147人が参加しました。
　戸田学長からは「これは卒業式ではなく閉講式で
す。これからも楽しく学び続けてください」と式辞
が述べられました。記念公演では、上方落語家の月
亭文都さん、方気さんによる「月亭文都のおもしろ
落語入門講座」が演じられ、受講生らは楽しく落語
を学びました。

平成26年度多可学園閉講式

生涯学べる喜びを実感
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昨
年
12
月
に
家
族
が

増
え
、
に
ぎ
や
か
な
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

長
女
の
菜
月
は
、
お

し
ゃ
べ
り
が
上
手
に
な

り
ま
し
た
。
夕
食
の
時

間
に
は「
み
ん
な
で
食

べ
た
ら
お
い
し
い
ね
」

と
言
っ
て
、
家
族
み
ん

な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ

ま
す
。「
だ
っ
こ
し
て

〜
」と
、
ま
だ
ま
だ
甘

え
た
い
と
き
が
あ
り
ま

す
が
、
妹
を
お
も
ち
ゃ
で
あ
や
し
た
り
、
お
む
つ
換
え
を

手
伝
っ
て
く
れ
る
優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

次
女
の
百
花
は
に
こ
に
こ
よ
く
笑
い
、
そ
の
笑
顔
は
家

族
み
ん
な
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

　

姉
妹
仲
良
く
、
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

ぼくぼくと私の作品展作品展

なわとびをしているぼくです。練習をしてつかれ
た顔にしました。足をまげてとんでいます。なわ
とびの線がむずかしかったです。

加 藤 祐 輔 さ ん
（八千代北小学校 4 年）

多 方 遡 良 さ ん
（八千代西小学校 1年）

気をつけた所は、平の 2画目をはねることです。良
かった所は、とめやはらいを上手にできたことで
す。これからも習字をがんばっていきたいです。

そ ら

髙 橋 飛 鳥 さ ん
（杉原谷小学校 3 年）

『すみアート』

『なわとびをしているぼく』

書きはじめる時に、しっかりとおさえてから書き出
すようにしました。バランスにも、気をつけて書き
ました。ぼくの自信作品です。

【
撮
影
は
お
母
さ
ん
】

中
区
鍛
冶
屋

藤
井
法
久
さ
ん
・
晃
子
さ
ん

ご
夫
妻
の
お
子
さ
ん

菜　

月　
さ
ん（
2
歳
）

百　

花　
　

さ
ん（
0
歳
）

も

か

な

つ

毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。

ぼくと私の作品展

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

我が家の

アイドル

大 西 圭 司 さ ん
（中町南小学校 5 年）
ぼくは春と描きました。春はぼくの一番すきな季
節だからです。とにかくむずかしく考えて描くよ
り自由に描くといいと思います。

ゆうす け

け い じあ す か
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み
ん
な
に

は
な

ま　

る

第
8
回
多
可
町
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会（
3
月
15
日
）

多
可
町
剣
道
大
会
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　

（
2
月
22
日
）

北
播
磨
青
少
年
本
部
長
表
彰

中
町
南
小
学
校

　
　

子
ど
も
を
見
守
る
会

中
町
北
小
学
校

　
　

子
ど
も
を
見
守
る
会

環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
大
会

県
知
事
賞

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
世
界
の
輪
賞

八
千
代
北
小
学
校　

第
2
回
畑
崎
記
念

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
エ
ー

ジ
ン
グ
賞

井
上　

正
康
さ
ん（
三
谷
）

　
昭
和
45
年
の
杉
原
紙
復
元
に
感

銘
を
受
け
、
昭
和
47
年
新
し
く

設
立
さ
れ
た
杉
原
紙
研
究
所
に

入
所
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
唯

一
の
杉
原
紙
の
生
産
施
設
で
あ

る
杉
原
紙
研
究
所
で
伝
統
を
守

り
な
が
ら
漉
き
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

誰
に
も
負
け
な
い
杉
原
紙
へ

の
想
い
と
妥
協
し
な
い
手
漉
き

へ
の
こ
だ
わ
り
で
、
今
日
の
杉

原
紙
を
築
き
、
現
在
も
研
究
所

職
員
と
し
て
そ
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
小
学
校
が

選
抜
さ
れ
、
環
境
の
輪
を
広
げ

る
た
め
に
そ
の
取
り
組
み
を
発

表
す
る「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
兵
庫
小
学

生
の
環
境
チ
ャ
レ
ン
ジ
発
表
大

会
」で
、
県
知
事
賞
と
エ
コ
キ
ャ

ッ
プ
世
界
の
輪
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

継
続
的
に
行
っ
て
い
る
3
年

生
の
環
境
体
験
や
児
童
会
で
の

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

登
下
校
時
の
子
ど
も
の
見
守

り
活
動
、
危
険
個
所
点
検
活
動
、

防
犯
情
報
の
提
供
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
地
域

の
青
少
年
健
全
育
成
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
初
心
者
の
部

　

優　

勝　

増
井　

響

　

準
優
勝　

副
田
悠
眞

　

第
3
位　

竹
本
千
聖

◉
小
学
生
1
年
生
の
部

　

優　

勝　

山
本
蒼
太

　

準
優
勝　

山
田
蒼
士

◉
小
学
生
2
年
生
の
部

　

優　

勝　

笹
倉
吉
乃

　

準
優
勝　

山
本
隆
斗

　

第
3
位　

有
延
さ
く
ら

◉
小
学
生
3
年
生
の
部

　

優　

勝　

佐
藤
勢
生

　

準
優
勝　

有
延
秀
太
郎

　

第
3
位　

檜
本
健
輔

◉
小
学
生
5
年
生
の
部

　

優　

勝　

安
藤
詞
優

　

準
優
勝　

檜
本
大
輔

　

第
3
位　

土
田
成
輝

　
　
　
　
　

森
本
み
ろ
く

◉
小
学
生
6
年
生
の
部

　

優　

勝　

大
崎
七
穂

　

準
優
勝　

白
川
仁
菜

　

第
3
位　

藤
原
涼
雅

◉
中
学
生
の
部
《
１
部
リ
ー
グ
》

　

優　

勝　

白
川
咲
貴

　

準
優
勝　

笹
倉
太
助

　

第
3
位　

森
脇
麗
奈

◉
中
学
生
の
部
《
2
部
リ
ー
グ
》

　

優　

勝　

三
村
紗
里

　

準
優
勝　

井
村
彩
佳

　

第
3
位　

德
平
萌
香

◉
一
般
の
部

　

優　

勝　

名
越
久
典

　

準
優
勝　

橋
本
裕
司

　

第
3
位　

橋
本
好
仙

◉
Ａ
リ
ー
グ

　

優　

勝　

　
　

ス
ト
ラ
イ
ク
シ
ョ
ッ
ト
!!

　

準
優
勝　

多
可
B
S
K　

◉
Ｂ
リ
ー
グ

　

優　

勝　

桜
餅　

　

準
優
勝　

バ
ス
ケ
教
室
A

◉
Ｃ
リ
ー
グ

　

優　

勝　

多
可
高
等
学
校　

　

準
優
勝　

　
　
Ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
ｙ　

Ｂ
ａ
ｄ
ｇ
ｅ
ｒ
ｓ

　

金
田
年
子
さ
ん
が
2
月
2
日

に
、
元
井
と
み
ゑ
さ
ん
が
2
月

20
日
に
、
藏
本
し
を
さ
ん
が
3

月
5
日
に
満
1
0
0
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

祝
1
0
0
歳

金
田　

年
子
さ
ん（
俵
田
）

元
井
と
み
ゑ
さ
ん（
豊
部
）

藏
本　

し
を
さ
ん（
東
山
）

す



年
金
広
報

ぼ
ん
え
る
ふ

ぼ
ん
え
る
ふ

●
問
合
先　

住
民
課

　
　
　
　
　

☎（
32
）2
3
8
3

平成27年度の国民年金保険料が
決定しました！

（第 5回　多可町年金コンクール　最優秀作品）
『 年金は　人から人への　まごころリレー 』『 年金は　人から人への　まごころリレー 』『 年金は　人から人への　まごころリレー 』

ふ
れ
あ
い

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　

☎（
32
）1
3
8
9

多可赤十字病院からのお知らせ

健診のご案内

問合先　多可赤十字病院
　　　　☎（32）1223
http://www.taka.jrc.or.jp/

　　

心
浮
き
立
つ
春
。
4
月
は
、

新
年
度
の
始
ま
り
。
特
に
、
初

め
て
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て

登
校
す
る
小
学
１
年
生
は
新
年

度
の
象
徴
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

そ
の「
ラ
ン
ド
セ
ル
」を
昭
和
の

詩
人
、
石
垣
り
ん
さ
ん
は
次
の

よ
う
な
詩
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
　

　

石
垣
さ
ん
の
詩
は
、
１
年
生

を
た
だ
か
わ
い
い
と
思
う
だ
け

で
な
く
、
小
さ
な
肩
に「
人
生
」

を
背
負
い
始
め
る
子
ら
を
、
静

か
に
見
守
る
ま
な
ざ
し
に
満
ち

て
い
ま
す
。
新
し
い
学
校
生
活

の
始
ま
り
は
、
新
し
い
試
練
へ

送
り
出
す
こ
と
で
も
あ
る
の
だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
び
は
千
差

万
別
、
一
人
一
人
の
個
性
や
特

性
、
見
方
感
じ
方
の
違
い
で
学

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
手

を
貸
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど

も
の
領
域
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、「
格
差
社
会
」や

「
子
ど
も
の
貧
困
」が
話
題
に
な

っ
て
い
る
今
日
、
大
人
の
事
情

も
背
負
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
は
毎
日
ラ
ン
ド
セ
ル
を
し
ょ

っ
て
登
校
し
て
い
き
ま
す
。

　

か
わ
い
い
１
年
生
に「
が
ん
ば

れ
！
」と
、
静
か
に
温
か
く
、
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　

当
健
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、
従

来
か
ら
行
っ
て
い
る
人
間
ド
ッ

ク
、
特
定
健
診
、
婦
人
検
診
に

加
え
て
、
町
ぐ
る
み
健
診
で
受

け
ら
れ
て
い
る
検
査
項
目
の
一

部
や
、
胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大

腸
が
ん
な
ど
の
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

定
期
的
に
人
間
ド
ッ
ク
や
が

ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は

も
と
よ
り
、
ご
自
身
の
健
康
管

理
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
当
健
診
セ
ン
タ
ー
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

健
診
を
受
け
る
場
合
は
、
予

約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
受
け

ら
れ
る
検
査
項
目
や
種
類
に
よ

り
実
施
日
な
ど
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

　

健
診
セ
ン
タ
ー

　

☎（
32
）3
3
5
0

　
　
　
　
　
　

（
内
線
1
6
0
）

受
付
時
間

　

月
〜
金
曜
日（
休
診
日
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

◉
も
の
忘
れ
・
こ
こ
ろ
外
来

　

物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
の
早

期
診
断
・
治
療
や
認
知
症
で
困

っ
て
い
る
人
を
対
象
に『
も
の
忘

れ
・
こ
こ
ろ
外
来
』を
開
い
て
い

ま
す
。

診
察
日　

毎
週
水
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜（
予
約
制
）

申
込
・
問
合
先

　

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
32
）3
8
1
0

平成27年度保険料額（月額）

15，590円

• 4 分の 3免除（ 4分の 1納付）　　3，900円
• 半額免除（半額納付）　　　　　　7，800円
• 4 分の 1免除（ 4分の 3納付）　 11，690円

一部免除の保険料額（月額）

◉
学
生
納
付
特
例
制
度
の

　
　
　

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　

学
生
で
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き
を
し
、

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
27
年

度
も
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す

る
人
は
、
4
月
が
更
新
月
に
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
と
同
じ
学
校
に
在
学

す
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。
在
学
す
る
学
校
な
ど

を
変
更
し
た
人
や
2
月
以
降
に

申
請
手
続
き
を
し
た
人
は
、
住

民
課
・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代

プ
ラ
ザ
で
改
め
て
申
請
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
の

　

分
か
る
も
の
）

•
平
成
27
年
度
有
効
の
学
生
証

　

ま
た
は
在
学
証
明
書

•
印
鑑

父子家庭も遺族基礎年金の対象に!!

　　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
月
額
1
5
，5
9
0
円
で

す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
4
月
上
旬
に
送

ら
れ
て
く
る
１
年
分
の「
納
付

書
」に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で

に
納
め
ま
す
。
納
付
の
窓
口
は
、

金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
と
め
て
前
納
す
る

と
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
る
上

に
、
口
座
振
替
と
併
せ
て
利
用

す
る
と
さ
ら
に
保
険
料
が
安
く

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

平
成
27
年
度
年
金
額
決
定

　　

基
礎
年
金
は

0
･
9
％
引
き
上
げ

　

平
成
27
年
度
の
年
金
額
は
、

総
務
省
の
物
価
変
動
率
お
よ
び

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
と
合

わ
せ
て
特
例
水
準
の
段
階
的
な

解
消
や
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
調
整
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
対

前
年
度
比
0
･
9
％
の
引
き
上

げ
と
な
り
ま
し
た
。

　遺族基礎年金とは、一家の生計の担い手が亡
くなったときに遺族に支給される年金で、年収
850万円未満の家庭が対象となり、子どもが18
歳（障がい者なら20歳）まで支給されます。
　国民年金に加入していて、亡くなった月の
前々月までの加入期間のうち、 3 分の 2 以上の
期間について保険料が納付（または免除）されて
いれば支給されます。また、亡くなった月の
前々月までの 1年間に、保険料の未納がない場
合も対象となります。
　これまでは、亡くなった人に生計を維持され
ていた「子のある妻」、または「子」が対象となっ
ていましたが、昨年度からは「子のある夫」にも
受給権が発生し、男女差が解消されることにな
りました。

国民年金
【老齢基礎年金（満額）：１人分】

平成27年度
（月額）

65,008円
（+608円）64,400円

平成26年度
（月額）

■平成27年度の新規裁定者（67歳以下の人）の年金額の例

ランドセル

あなたはちいさい肩に
はじめて
何か、を背負う

机に向かってひらく教科書
それは級友全部と同じ持ちもの
なかには
同じことが書かれているけれど
読み上げる声の千差万別

入学のその翌日から
ほんの少しずつ
あなたたちのランドセルの重みは
違ってくるのだ

手を貸すことの出来ない
その重み

かわいい一年生よ。

石垣りん

◉健診実施日
　日時については、申し込み内容によって異なります
のでお問い合わせください。

◉健診センター配置図

2015. 4月号　広報たか19 182015. 4月号　広報たか



日 時　間 内　容 参加費など今月おすすめの 1冊 　テーマ『新生活におすすめ』

【お知らせ】

『道をひらく』
松下幸之助／著　PHP研究所

『きみが見つける物語 ティーンエイジ・レボリューション』
あさのあつこほか／著　角川書店

ホームページ http://www.library.taka.hyogo.jp/

児童館

子どもひろば
ホームページ http://takacho.tokyo.r‐cms.jp/jidoukan/

子育てふれあい

活動あれこれ
ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/kosodate/ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/nakafureai/

那珂ふれあい館
4月の体験イベント

（すべて要予約）

「自由利用」のご案内
開設日　月～金曜日・土曜日（月 2回）
　　　　午前 9時～午後 3時
ところ　子育てふれあいセンター
　　　（キッズランドやちよ南隣）

問中児童館
　☎/FAX（32）4328
  みなみ児童館
　☎/FAX（35）1420

問子育て
　　ふれあいセンター
　☎（37）2525

問那珂ふれあい館
☎（32）0685
　FAX（30）2730

図書館通信

ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/verde/

ベルディーだより
問ベルディーホール
　☎（32）1300
　FAX（32）4060

東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を学ぼう！～
多可ふれあいボランティアガイド

春の伝統和菓子作り
～よもぎを摘んで団子を作ろう！～

七宝焼き教室
～世界にひとつだけのアクセサリー♪～
講師：蔵本繁子さん

和紙のランプシェード作り
～多可の伝統工芸　杉原紙♪～

素焼きのキャンドルカバー作り①
～やさしい明かりを灯そう♪～

勾玉ブレスレット作り
～腕に輝く古代のアクセサリー♪～

デコ勾玉作り
～ビーズで飾るキラキラ勾玉♪～

竹かご作り
～伝統技術を学ぼう！～
勾玉と鹿角のマジカルネックレス作り
～みがいて作る鹿角アクセサリー♪～

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

親子で発掘体験
～考古学博士への第一歩！～

素焼きのお地蔵さん作り①
～ミニチュア地蔵を作ろう！～

オリジナルぞうり作り
～伝統技術と播州織（糸）のコラボ！～

カラフル勾玉作り
～ 6色から選んで染めよう！～

勾玉ストラップ作り
～マジカルストラップで幸運を♪～

9:00～

9:30～

13:30～

9:30～

9:30～

13:30～

9:30～

13:30～

13:30～

13:30～

13:30～

9:30～

9:30～

10:00集合

13:30～

4
日
（土）

 5
日
（日）

11
日
（土）

26
日
（日）

25
日
（土）

18
日
（土）

12
日
（日）

参加費：100円
材料費：300円
持ち物：エプロン・三角巾

参加費：300円

参加費：500円

参加費：150円

参加費：無料

参加費:1,000円
中学生以上対象

参加費:300円
小学 5年生以上対象

参加費：150円
材料費：500円～

参加費：300円

参加費：300円

参加費：300円

参加費：300円

参加費:150~200円

参加費:300円
②色つけは 5月 2日(土)

参加費:300円
②色つけは 5月 2日(土)

多可町の文化財紹介　その22

町指定文化財

釈迦涅槃図
【時　代】鎌倉時代　【法　量】タテ147.1×ヨコ99.1㎝
【材質・構造】絹本着色 【所　蔵】八千代区中野間  極楽寺
　釈迦涅槃図は、お釈迦さんの
入滅時の様子を描いたものです。
中央にお釈迦さんが横たわり、
周囲ではその死を悼む弟子や動
物たちが嘆き悲しむ姿が詳細に
描かれています。この極楽寺の
涅槃図は、悲しみが強く表現さ
れているのが特徴的で、手前に
描かれた像などは、仰向けに横
たわって悲しんでいます。全体
的に細密精緻な描写が非常に優
れており、鎌倉時代末期  （14世紀
初め）の制作であると考えられて
います。

にゅうめつじ

し ゃ か ね は ん ず

問多可町図書館☎（32）5170
　加美図書室☎（35）0080
　八千代図書室☎（37）0250

　「大人になったらもっと先
の遠くにいってみよう」   　
　幼なじみのユキオに思い
を寄せるわたしは、ユキオ
と行く先のない旅にでる。
淡い 2 人の逃避行の心象を
描く「世界の果ての先」をは
じめ、人気作家 6 人が描く

切ない十代の日々を綴った短篇集です。不安と期待で
歩き始めた、新しい道程の自分の立ち位置を確かめる
のにぴったりの一冊です。

　「道」…自分には自分に与え
られた道がある。他人の道に
心奪われ、思案に暮れて立ち
すくんでいても、道は少しも
開けない。それがたとえ遠い
道に思えても、休まず歩む姿
から必ず新たな道が開けてく
る。この散文「道」のほか、新社
会人にぴったりの「敵に教えられる」「止めを刺す」「責任
を知る」など、丁稚から身を起こし、経営の神様といわ
れた松下幸之助氏の言葉121編を集めた随想集です。

◉おはなし会
　と　き　 4月11日（土）・25日（土）
　　　　　午前10時30分～
　ところ　おはなしの部屋
※こどもの読書週間にちなみ、4 月25日～ 5 月31日ま
　でおすすめ本を展示しています。ぜひご覧ください。

◉特別整理に伴う臨時休館
　本の整理・点検のため、通常の休館日に加え、次の
期間は臨時休館します。
•多可町図書館　 4月21日（火）～24日（金）
•加美図書室　　 4月17日（金）
•八千代図書室　 4月16日（木）
ご迷惑をお掛けしますが、ご協力をお願いします。

園庭遊びもできます。園からの帰りに、ひと遊び！

おばあちゃんやパパと一緒の利用もあります。

おもちゃや絵本があり、いっぱい遊ぶことができます。
気軽に遊びに来てくださいね。

ベルディーだより

発売間近

発売中
Canon Presents
ウィーン少年合唱団2015　多可町公演
抜群の人気と実力を誇る「ウィーン少年合唱団」が登場。

6 月 5 日（金）
　開演：午後 7時
（開場：午後 6時30分）
◆チケット料金【全席指定】
　一般　6,000円　高校生以下　4,000円(当日各500円増)

発売間近

加藤登紀子日本酒の日コンサートプレイベント

　日本酒の川柳募集
応募規定
•日本酒を想起させる内容で、自作未発表の作品。
•「日本酒」という言葉を使用しなくても可。
• 1人 2句以内でハガキまたは手紙で。
　メール・FAXは不可。
応募期限　6 月19日（金）
賞　特選ほか。「日本酒の日」である10月 1 日にちな
　　んだ101点。　

岩崎宏美　40周年感謝祭
40周年を迎える岩崎宏美の記念すべきコンサート。

7 月24日（金）
　開演：午後 7時（開場：午後 6時30分）
◆チケット料金【全席指定】（当日各500円増）
　S席　6,000円　A席　5,000円　B席　3,500円
◆友の会発売日　4 月18日（土）
◆一般発売日　　4 月25日（土）

笑福亭瓶二落語会
落語家 3人による聴きごたえたっぷりの寄席。

7 月10日（金）
　開演：午後 2時（開場：午後 1時30分）
　出演：笑福亭瓶二、笑福亭鉄瓶、桂あおば
◆チケット料金【全席自由】(当日各500円増)
　一般　1,500円　高校生以下　1,000円
◆友の会発売日　4 月11日（土）
◆一般発売日　　4 月18日（土）
※この公演は、多可高校生の芸術鑑賞事業でもありま
　す。あらかじめ高校生の席を確保していますが、公
　演の主旨をご理解ください。

◉募集

☆こどもたちでつくる　第 3回こどもまつり

平成27年度講座（ 5月開始）　受講生募集

『ひろげよう　多可っ子の輪～いっしょにあそぼ』
と　き　 5月 2日（土）
　　　　午前 9時30分～11時45分
ところ　旧中町幼稚園舎
内　容　もの作り・遊び・食べ物コーナー
　　　　（食べ物コーナーは別費用）
入場料　１人100円　※ 3歳以下は無料
　今年も小・中・高校生のおまつり委員みんなで内
容を考えました！気軽に遊びに来てください！

※各回の受講料は100円（別途材料費）です。
※申込方法など詳しくは別途チラシを配布しますので、
　ご覧ください。多くの申し込みをお待ちしています。

講座名 場　所日　時 対象者など

硬　筆

ずこう

書　道

毎月 2回：第 1・3土曜日
午前 9時30分～11時30分

毎月１回：土曜日
午後１時30分～ 3時

毎月 2回：土曜日
午後１時30分～ 3時

小学生対象
定員：20人

小学生対象
定員：15人

小学 3年生以上対象
定員：25人

中児童館

みなみ児童館

中児童館

2015. 4月号　広報たか21 202015. 4月号　広報たか

BOOK GUIDE EVENT GUIDE
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多可消防署発 ●問合先
　多可消防署☎（32）0119

　昨年 7 月に、多可町を含む北はりま消防組合管
轄 3 市 1 町からの119番通報が、高機能消防指令
センター（加東市）に一本化されました。
　迅速に場所を特定して出動可能な指令システム
となっていますので、火事・救急など緊急の場合
は、局番なしの「119」をダイヤルしてください（局
番ありの加入番号は指令システムにつながりませ
ん）。また、管轄地域には同じ地名やよく似た地
名がありますので、通報されるときは「市町名」を
必ず伝えるようにお願いします。

◉119番通報時のポイント
①慌てず、落ち着いて係員の質問に答えてくださ
　い。
②市町名をはっきりと。
③自宅に加入電話があればそちらを優先してくだ
　さい。携帯電話でも通報できますが、場所の特
　定に時間がかかる場合があります。
④通りがかりなどで住所が分からない場合は、最
　寄りの目標物を伝えてください。
　（例）交差点や通りの名前、店舗の名称など。
⑥必要に応じて救急処置などの口頭指導を行いま
　すので、指示に従ってください。

　なお、119番は火事・救急の専用電話です。緊
急を要さない問い合わせなどは下記の電話番号へ
お願いします。

・病院案内　　☎（48）0147
・災害情報案内　☎（48）0143
・その他の問い合わせ　☎（32）0119（多可消防署）

火事・救急は、局番なしの「119」
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し
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◉必ずチェック　最低賃金！使用者も労働者も

兵庫県最低賃金　７７６円
（平成26年10月 1 日発効）

特定（産業別）最低賃金　
繊維工業　７７７円
（ 2月19日発効）

問合先　
　兵庫県労働局労働基準部賃金課　☎078（367）9154

［＊］

【普通町営住宅】
申込み　 4 月15日(水)　午後 5時まで
対　象　所得金額（収入月額）が158,000円以下
（裁量階層世帯　 の場合214,000円以下）の世帯
募　集
•加美区寺内団地　1戸（Ｈ6建/準耐火3/3LDK）
　入居者負担月額17,400～25,900円［＊34,200円］

【子育て世帯・若者世帯向け町営住宅】
【特別賃貸町営住宅】
申込み　常時受付中
対　象　所得金額（収入月額）が158,001円以上
487,000円以下の世帯
募　集　詳しくはお問い合わせください。
※入居要件や必要書類など詳しくはお問い合わ
せください。
※普通町営住宅の入居可能日は 5 月中旬の予定
ですが、都合により前後することがあります。
※常時受付分は、書類審査後約１カ月で入居で
きます。

問合先　住民課（住宅政策室）
　　　　☎（32）4776

町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集町営住宅の入居者募集



身体障がい者相談・知的障がい者相談・精神障がい者相談 西脇多可休日急患センター
当直勤務

北播磨小児救急医療電話
　　　　　　　　　　　　　相談センター

問健康福祉課　☎（32）5151

【身体障がい者・知的障がい者相談】
5 月 1日（金）
　13：00～16：00　アスパル　
　小谷隆亮・西田義孝・吉崎敏郎
【身体障がい者相談】
4 月14日（火）
　13：30～16：00　加美プラザ
　藤村正幸・藤本　進
5月 1日（金）
　13：30～16：00　八千代プラザ
　植山八郎・門脇昌弘

問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

と　き
4 月 9 日（木）
10：00～正午
4月20日（月）
10：00～正午
4月30日（木）
10：00～正午

ところ

加美プラザ

八千代プラザ

多可町役場

行政相談委員

門脇教蔵

門脇教蔵

大山昌子

問総務課
　☎（32）2382行政相談

と　き
4 月 2 日（木）
10：00～正午
5月 7日（木）
10：00～正午
4月14日（火）
10：00～正午
4月21日（火）
10：00～正午

ところ

アスパル

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

民生委員
遠藤隆義
笹倉　隆
吉田美文
宮崎正幸
髙橋定雄
髙木俊博
小林泰子
森垣　聰

問健康福祉課
　☎（32）5151心配ごと相談

※できるだけ相談日の 1週間前までに事前予約をお願いします。
※相談時間は原則 1 人 1 時間以内です。

国の仕事などについての苦情や要望を
聞き、行政運営に反映させます。

問消費生活
センター
☎（32）4777

消費生活・
多重債務相談

問近畿税理士会
西脇支部
☎（32）2540

税の
無料相談
近畿税理士会の税理士が税に関する
相談に応じます。※事前予約可
と　き　 4月9日（木）
　　　　13：00～16：00(15:30受付終了)
ところ　多可町役場

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　　　9：00～16：00
相談内容
『児童・生徒の悩みや子どもの教育
に関する悩み全般』

　症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371
兵庫県小児救急医療電
話相談でも、相談を受
け付けています。
　☎♯8000番
※ダイヤル回線・IP電
話は☎078（731）8899

【障がい者相談支援センター】
　☎（32）5180　FAX(32)1937
　
ところ　アスパル
と　き　9：00～ 17：00
　医療福祉センターのぎく相談員

【専門相談員による相談】　※予約優先
と　き　毎週火・金曜日
　　　　10：00～正午、13：00～16：00
ところ　多可町役場　生活安全課
※受付は、いずれも生活安全課で行います。
※月・水・木は、西脇市役所☎(22)3111でも
相談できます。

※関係書類をお持ちください。
※相談員不在時は職員が伺い相談員につなげます。

母子保健事業と健康づくり事業

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

もぐもぐ離乳食教室

のびのび子育て相談

10か月児育児教室

4か月児健診

3歳児健診

健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

栄養相談（病態別）

こころの相談

こころのケア相談

思春期・ひきこもり相談

月　日

4 月 3 日（金）

4月20日（月）

5月 7日（木）

4月16日（木）

4月23日（木）

4月22日（水）

4月21日（火）

4月21日（火）

月　日

4 月14日（火）

4月17日（金）

4月15日（水）

 4 月23日（木）

 5 月21日（木）

時　間

15：30～17：00

8：45～10：30

15：30～17：00

9：30～9：50受付

9：30～11：10受付

9：30～10：00受付

13：00～13：20受付

13：20～14：00受付

時　間

9：30～11：30

9：00～16：00

9：30～15：30

13：15～

場　所

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

場　所

アスパル

アスパル

八千代プラザ

加東健康福祉事務所

対　象

対　象：町内に住所を有する妊婦
持ち物：妊娠届出書・印鑑

Ｈ26年10~11月生まれ（事前申込）

事前申込

Ｈ26年 6 月 1日~ 7 月10日生まれ

Ｈ26年12月生まれ

Ｈ24年 1 月 1日~ 2 月21日生まれ

備　考

栄養相談は要予約

1週間前までに要予約

要予約

要予約

※妊婦健康診査費助成の手続
きも行います。

問健康福祉課　☎（32）5151

問加東健康福祉事務所地域保健課　☎（42）5111

ケン助くん（健康づくりキャラクター）

毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
　連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をお掛けしますが、し
　ばらくしてからお掛け直しください。
•必ず健康保険証をお持ちください。

※西脇市多可郡医師会の先生が交代で、入院を
　必要としない内科系の軽症患者の診察を行い
　ます。

◉
多
可
町
ス
ポ
ー
ツ
D
A
Y

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　　　

町
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
の
健
康
・
地
域
・
仲
間

づ
く
り
を
目
的
に
、
多
可
町
ス

ポ
ー
ツ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
で
き
る
各
種
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
、
体
育
協
会
の
行
事
、

日
常
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

多
可
町
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ａ
Ｙ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
ご
と
に

ス
タ
ン
プ
を
１
個
押
印
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
を
10
個
集
め
た
人
に

は
、
認
定
証
と
記
念
品
を
進
呈

し
て
い
ま
す
。

お
忘
れ
な
く
！

　

平
成
26
年
度
分
の
多
可
町
ス

ポ
ー
ツ
Ｄ
Ａ
Ｙ
ス
タ
ン
プ
カ
ー

ド
の
応
募
期
限
は
、
4
月
15
日

（
水
）で
す
。

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
32
）5
1
2
2

担当の先生

河原　 淳　先生

天野　昌彦 先生

冨田　誠人 先生

山本　壽幸 先生

と　き

4 月 5 日（日）

4月12日（日）

4月19日（日）  

4 月26日（日）

と　き

4 月10日（金）
10：00～正午

4月10日（金）
10：00～正午
4月10日（金）
10：00～正午

ところ

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

人権擁護委員
安平富彦
伊藤久代
松浦久代
大江　保
棚倉初枝
近藤寛隆
安藤和志

問健康福祉課
　☎（32）5151人権相談

人権に関わる相談に応じます。

募　

集

　　

国
際
協
力
機
構（
J
I
C
A
）

が
実
施
す
る
事
業
で
、
開
発
途

上
国
で
現
地
の
人
た
ち
と
共
に

生
活
し
な
が
ら
国
づ
く
り
に
貢

献
す
る
2
年
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
す
。

応
募
資
格　

•
青
年
海
外
協
力
隊

　

20
〜
39
歳
で
日
本
国
籍
を
有　

す
る
人　

•
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

40
〜
69
歳
で
日
本
国
籍
を
有　

す
る
人

申
込
方
法

　

所
定
の
応
募
書
類
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

5
月
11
日（
月
）

※
募
集
説
明
会
の
日
程
や
選
考

　

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
J
I

　

C
A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

　

J
I
C
A
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
8（
2
6
1
）0
3
5
2

◉
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
募
集

お
知
ら
せ

◉
教
職
員
定
時
退
勤
日
・

ノ
ー
部
活
デ
ー

小
・
中
学
校
で
今
年
度
も
実
施

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
週
１
回
以
上
の「
教

職
員
定
時
退
勤
日
」を
県
内
す
べ

て
の
学
校
に
お
い
て
設
定
・
実

施
す
る
よ
う
、
各
市
町
の
教
育

委
員
会
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
も
、
教
職

員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）を

実
現
し
、
す
べ
て
の
教
職
員
が

精
神
的
な
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、

児
童
生
徒
に
向
き
合
う
こ
と
の

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

今
年
度
も
週
１
回
の「
教
職
員
定

時
退
勤
日
」を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る

生
活
の
確
保
と
ス
ポ
ー
ツ
障
害

な
ど
の
防
止
、
教
職
員
が
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、
今
年
度
も
部
活
動
の
な

い
日「
ノ
ー
部
活
デ
ー
」を
、
平

日
週
１
回
以
上
と
休
日
月
2
回

以
上
を
実
施
し
ま
す
。
保
護
者

や
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し

2015. 4月号　広報たか25 242015. 4月号　広報たか



入札結果
場　所

大　和

中村町

請負金額（税込）

4,492,800円

77,760,000円

予定価格（税込）

5,515,560円

落札率

81.46％

請負業者

（有）藤田電気水道工事

（株）梓設計大阪支社

工　事　名
2 月10日実施
公共施設LED照明取替工事
3 月1日実施
多可町新庁舎建設設計業務

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。
問合先　総務課　
　　　　☎（32）2382

文芸たか

◉
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
や

戦
傷
病
者
の
た
め
に
使
用
す
る

軽
自
動
車
は
、
申
請
に
よ
り
１

台
に
限
り
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
現
在
減
免
の
適
用

を
受
け
て
い
る
場
合
も
、
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限　

4
月
17
日（
金
）

※
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

　

広
報
3
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

問
合
先　

税
務
課　

　

☎（
32
）2
3
8
6

◉
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

◉
思
い
が
け
な
い
妊
娠
S
O
S

　　

県
お
よ
び
神
戸
市
で
は
、
思

い
が
け
な
い
妊
娠
な
ど
で
悩
む

人
の
た
め
の
電
話
・
メ
ー
ル
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
あ

な
た
に
今
で
き
る
こ
と
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

【
電
話
相
談
】

　

☎
0
7
8（
3
5
1
）3
4
0
0

受
付
時
間　

月
曜
日
・
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

【
メ
ー
ル
相
談
】

　
「
思
い
が
け
な
い
妊
娠
S
O
S
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
１
週
間
以
内
に

　

返
信
し
ま
す
。

そ
の
他

•
県
内
在
住
者
の
た
め
の
相
談

　

窓
口
で
す
。

•
相
談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も

　

相
談
で
き
ま
す
。

　

【
H
I
V
抗
体
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
・
相
談
】
※
要
予
約

と　

き　

毎
月
第
１
・
3
木
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
2
時
20
分

と
こ
ろ　

加
東
健
康
福
祉
事
務
所

検　

査

①
感
染
の
心
配
が
あ
る
場
合
は

　

匿
名
検
査
、
無
料

②
証
明
書
が
必
要
な
場
合
は
匿

　

名
不
可
、
有
料

③
H
I
V
抗
体
検
査
は
即
日
検

　

査
を
実
施

相
談
内
容

　

感
染
へ
の
不
安
な
ど
電
話
・

来
所
に
て
随
時
対
応

【
専
門
栄
養
相
談
】
※
要
予
約

と　

き　

毎
月
第
１
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
3
時

※
祝
日
は
日
程
変
更
あ
り

と
こ
ろ　

加
東
健
康
福
祉
事
務
所

相
談
内
容

①
難
病
や
要
介
護
者
な
ど
に
対
す

　

る
食
生
活
相
談

②
加
工
食
品
の
栄
養
表
示
基
準
制

　

度
な
ど
に
関
す
る
相
談

予
約
・
問
合
先　

　

加
東
健
康
福
祉
事
務
所
健
康

　

管
理
課

 

☎（
42
）9
3
6
5

◉
学
校
施
設
の
使
用
中
止

◉
加
東
健
康
福
祉
事
務
所

定
例
相
談

◉
多
可
町
社
会
福
協
議
会
八

千
代
支
部
事
務
所
開
設

　　　 

八
千
代
プ
ラ
ザ
の
１
階
和
室

（
は
ぎ
の
間
）手
前
の
交
流
広
場

コ
ー
ナ
ー
が
、
多
可
町
社
会
福

祉
協
議
会
八
千
代
支
部
事
務
所

と
し
て
改
装
さ
れ
、
4
月
１
日

か
ら
業
務
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
先　

　

多
可
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
部

 

☎（
32
）3
4
2
5

 

八
千
代
支
部

 

☎（
37
）0
3
6
0

 　

たかテレビ番組表

　加入については、たかテレビ局までお問い合わせ
ください。
　番組表の確認・照会は、文字放送または携帯ＱＲコ
　　　　　　　　ードでご覧ください。
　　　　　　　　　番組更新は、月・火・木・土曜
　　　　　　　　日の午後5時です。
　　　　　　　　問合先
　　　　　　　　  　たかテレビ局　☎（35）1001

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
住

民
票
を
有
す
る
す
べ
て
の
人
に

一
人
ひ
と
つ
の
12
桁
の
番
号
を

付
し
て（
10
月
か
ら
）、
社
会
保

障
・
税
・
災
害
対
策
の
分
野
で

効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
複

数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の

情
報
が
同
一
人
情
報
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
活
用
さ

れ
る
も
の
で
す
。

目
的
・
効
果

①
行
政
の
効
率
化

　

行
政
機
関
・
地
方
公
共
団
体

で
の
作
業
の
無
駄
が
軽
減
さ
れ
、

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
。

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　

申
請
時
に
必
要
な
課
税
証
明

書
と
い
っ
た
資
料
を
省
略
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　

行
政
機
関
が
国
民
の
所
得
状

況
な
ど
を
把
握
し
や
す
く
な
り
、

不
正
受
給
を
防
止
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ「
社
会
保
障
・
税
番

　

号
制
度
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン

　

タ
ー

　

☎
0
5
7
0（
20
）0
1
7
8

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

足
立　

晴
子

宇
高
美
由
喜

遠
藤
し
げ
子

高
瀬　

博
子

永
井　

雅
子

永
井　

資
子

藤
田　

千
春

藤
村　

明
美

細
田　

時
子

芳
川　

幸
子

古
家
弥
知
夫

園
崎　

武

【
川　

柳
】

　

挨
拶
は
明
る
く
正
し
く
美
し
く

　

踏
ま
な
い
で
愛
嬌
み
せ
る
ふ
き
の
と
う　

　

食
卓
に
桜
そ
の
う
え
妻
の
酌

　

猛
妻
に
注
意
と
書
い
て
外
に
貼
る

　

待
ち
わ
び
る
言
葉
が
似
合
う
桜
咲
く

【
短　

歌
】

　

新
年
の
御
法
号
念
誦
に
詣
で
来
て

　
　

皆
共
々
に
一
時
お
ろ
が
む

　

月
影
の
う
す
ぼ
ん
や
り
と
光
り
見
ゆ

　
　

一
月
一
日
雪
の
村
里

　

寄
り
添
い
て
共
に
走
れ
る
若
き
等
に

　
　

声
か
け
ら
れ
て
完
走
で
き

　
　
　
　

藤
川　

敏
明

大
江
貴
代
子

藤
原　

将
恕

藤
原　

栄
司

寺
尾　

麦
人

木
原　

玉
枝

藤
原
ゑ
み
子

蔵
本　

繁
子

【
俳　

句
】

　

雪
の
朝
母
に
す
が
り
て
バ
ス
を
待
つ

　

湯
の
宿
の
窓
を
た
た
き
て
雪
吹
き

　

怒
り
鬼
泣
き
虫
鬼
に
豆
を
撒
く

　

福
引
が
当
り
て
太
鼓
連
打
せ
る

　

福
寿
草
芽
を
た
し
か
め
て
土
戻
す

　

節
分
や
鬼
の
面
に
は
つ
け
ま
つ
毛

　

春
日
差
し
お
茶
と
新
聞
夫
の
席

　

初
午
に
千
人
ま
い
り
か
じ
か
む
手

　

誕
生
日
寿
司
あ
り
蟹
あ
り
ケ
ー
キ
あ
り

　

谷
キ
ラ
ラ
水
草
生
い
初
む
昨
日
今
日

　

こ
ん
も
り
と
天
戸
間
見
の
神
お
わ
す　

【　

詩　

】

　

た
か
広
報　

詩
を
寄
せ
て

　
　

楽
し
く
生
き
る　

社
会
の
恵
み
に
感
謝
し
て

　
　

平
成
27
年
度

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
八
千

代
区
小
学
校
統
合
事
業
、
学
校

体
育
館
な
ど
の
天
井
等
耐
震
化

整
備
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年

度
に
お
い
て
次
の
と
お
り
学
校

施
設
の
改
修
・
耐
震
化
工
事
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
各
学
校
施

設
と
も
に
全
面
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

教
育
総
務
課

 

☎（
32
）2
3
8
4

※工事の進捗状況により、使用中止期間は多少前後します。

工事期間
（使用中止期間）

  7 月 1日
　　～11月30日

  7 月 1日
　　～10月31日

工事名

学校統合
改修工事

天井等
耐震化工事

建物種別

校舎および
体育館

体育館

体育館および
格技場

学校名

八千代南
小学校

中町北
小学校

中町中学校

お
知
ら
せ

相　

談

くらしの情報館

募　

集

催　

し

2015. 4月号　広報たか27 262015. 4月号　広報たか

ウッドデッキ

多世代交流サロン

はぎの間

（和室）

茶
道
室

会議室
　２

調理実習室
玄関学習室

会議室
　１

印刷室

事務室

図書室

敬老の日
ギャラリー

　

 社協
八千代
 支部

み
く
さ

▲



お
知
ら
せ

相　

談

募　

集

催　

し

▲香り・まろやかさ・後味が審査のポイント

■
町
へ
の
寄
付　
　
　
　
　
　

み
ん
な
の

善
意

2
月
1
日
〜
28
日

集
落

世
帯
主

本　

人　

お
く
や
み

2
月
1
日
〜
28
日
届
出
（
敬
称
略
）

4月4月4月
※ 3月13日現在で確認できた行事などを掲載しています。
※本誌記事内で取り上げた行事については割愛しています。

お
め
で
た

2
月
1
日
〜
28
日
届
出
（
敬
称
略
）

　

本　

人

集

落

保
護
者

北はりま山田錦
品質改善フェアー
北はりま山田錦
品質改善フェアー
北はりま山田錦
品質改善フェアー

 　 多可町と西脇市の農家で
構成される「北はりま山田錦
部会」による品質改善フェア
ーが 3 月 4 日、ベルディー
ホールで開催されました。
　これは、北はりま産山田
錦の栽培技術や品質向上を
図り、生産意欲を高め、山
田錦の特産品づくりを推進
するために開催されている
もので、JAみのりや行政関
係者など約70人が出席しま
した。
　両市町の田んぼ10カ所で
収穫された山田錦で醸造さ
れた日本酒を飲み比べる利
き酒では、安平安博さん（岸
上）が最高賞の北はりま山田
錦部会会長賞に選ばれまし
た。

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

◉
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

県
お
よ
び
県
青
少
年
本
部
で

は
、
独
身
男
女
の
出
会
い
を
支

援
す
る
た
め
、「
地
域
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た「
は
ば
タ
ン
会
員（
お
見

合
い
希
望
会
員
）」を
募
集
し
、

相
談
員
が
仲
人
役
と
な
っ
て
1

対
1
の
お
見
合
い
の
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

開
館
日　

毎
週
火
〜
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
15
分

と
こ
ろ　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　

グ
パ
ー
ク
Ｂ
ｉ
ｏ
2
階

問
合
先　

北
播
磨
出
会
い
サ
ポ

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎（
38
）8
0
2
2

お
知
ら
せ

広　

告

デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708

けんたくんパソコンカフェけんたくんパソコンカフェ
です!!

TEL：0795‒20‒3236
多可町八千代区中野間918‒2

くらぶくらぶくらぶパソコンパソコンパソコンパソコン

春春春
さぁ 新しいことにチャレンジしましょう!!
まずは無料体験へ　お電話お待ちしています

ＨＰ  http://takemoto.tkcnf.com

◉ 社会保険労務士とのタイアップで
　       労務・社会保険・年金相談にも対応

◉ 税金や帳簿作成等でお困りの方は

多可郡多可町中区鍛冶屋423－6

0795（32）1477･0795（38）7011TEL

たけもと社労士事務所

竹本博文税理士事務所

2015. 4月号　広報たか 282015. 4月号　広報たか29

1 日（水）

2 日（木）

3 日（金）

4 日（土）

5 日（日）

6 日（月）

7 日（火）

8 日（水）

9 日（木）

10日（金）

11日（土）

12日（日）

13日（月）

14日（火）

15日（水）

16日（木）

17日（金）

18日（土）

19日（日）

20日（月）

21日（火）

22日（水）

23日（木）

24日（金）

25日（土）

26日（日）

27日（月）

28日（火）

29日（水）

30日（木）
※「は～とふるSHOP」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすなろの郷あ、白ゆり会
○がアスパルで運営するお店です。

※たかテレビの番組更新はPM5：00です。

松
白

●消防団初出式　AM9:00～中央公園グラウンド
　あっ！たかニュース

●は～とふるSHOPあ　AM11:30～アスパル

●は～とふるSHOPみ　AM11:30～アスパル

松●は～とふるSHOP○　AM11:30～アスパル

●は～とふるSHOPあ　AM11:30～アスパル

●は～とふるSHOPみ　AM11:30～アスパル

　アンコールアワー（再放送）
　第63回議会一般質問<前編>

　月ごと、まるごとあっ！たかニュース

●献血　AM10:30～北播ドライビングスクール
　杉原谷小学校卒業式
　松井小学校卒業式

　アンコールアワー（再放送）

　あっ！たかニュース

　八千代中学校卒業式

　アンコールアワー（再放送）

　八千代北小学校卒業式
　八千代西学校卒業式

　中町北小学校卒業式
　中町南小学校卒業式

　あっ！たかニュース

　八千代南小学校卒業式
　多可町消防団初出式ハイライト
　八千代北小環境体験学習　消費者協会

　中町幼稚園卒園式
　キッズランドかみ卒園式

　第63回議会一般質問<後編>

　アンコールアワー（再放送）

　あっ！たかニュース
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少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

消
滅
可
能
性
都
市
な
ど
、
全
国

の
地
方
が
抱
え
る
問
題
は
多
可

町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
町
を　
ビ
ジ
ネ
ス
で
活
性

化
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
の

が
、
多
可
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

皆
さ
ん
で
す
。

　

中
心
メ
ン
バ
ー
の
足
立
直
之

さ
ん
は
、
町
出
身
で
現
在
は
東

京
都
在
住
。
友
人
と
始
め
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
関
わ
り

で
町
に
帰
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

地
域
の
人
の
話
を
聞
い
て
い
る

う
ち
に
町
の
未
来
を
真
剣
に
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
知
り
合
っ

た
地
方
に
興
味
を
持
つ
友
人
と

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
、

町
長
に
面
会
し
現
状
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

元
経
済
産
業
省
の
官
僚
や
ウ
ェ

ブ
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
役
場
職
員
な

ど
異
な
る
ス
キ
ル
を
持
っ
た
4

人
が
中
心
と
な
り
、
昨
年
の
4

月
か
ら
約
１
年
間
で
議
員
さ
ん

や
行
政
、
地
域
住
民
の
人
た
ち

と
の
食
事
会
な
ど
で
情
報
収
集

や
人
脈
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま

し
た
」と
、
語
る
足
立
さ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
丹
波
市
と

共
同
で
開
催
し
た「
丹
波
多
可
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」や
大
学
生
対
象

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

「
多
可
町
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」を

開
催
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
杉
原
紙
や
山
田
錦
、
百
日
ど

り
な
ど
多
可
町
に
は
た
く
さ
ん

の
資
源
が
あ
り
ま
す
。
一
時
だ

け
の
盛
り
上
が
り
で
は
な
く
、

地
域
に
し
っ
か
り
と
お
金
が
落

ち
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
た
い
。
こ

の
活
動
を
通
し
て
、〝
や
っ
て
み

た
い
〞と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
人

が
地
域
の
中
に
も
大
勢
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の

気
持
ち
が
徐
々
に〝
や
っ
て
み
よ

う
〞に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と

も
感
じ
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
き
っ
か
け
に
、
活
性
化

の
波
が
ど
ん
ど
ん
広
が
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
今
後
は
、
移
住
者

が
住
め
る
家
や
人
が
集
ま
れ
る

場
所
を
確
保
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
」と
、
意
気
込
み
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人

溢
れ
る
魅
力
と
可
能
性
を
生
か
す

「
活
性
化
の
震
源
地
」と
な
り

地
域
の
中
か
ら
多
可
町
を
元
気
に
し
た
い

•多可町ホームページ　　　　　　•たかTVネット配信　　　　　　　　　　 　•ユーザー名：takabou
　（http://www.town.taka.lg.jp/）　（http://www.town.taka.lg.jp/takatv/）　•パスワード：mimiyori

－Vol.110－

▲地場産業の現状について町内事業所か
　 ら話を聞きます

▲プロジェクトメンバーで町長訪問

▲スタディツアー参加者と多可町プロジェクト賛同メンバーが集合

多
可
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

☎（32）1389
☎（35）1001
☎（36）0080
☎（35）1600
☎（32）4328
☎（35）1420
☎（36）0212
☎（35）0029
☎（37）20１0

【その他の施設】
中ふれあいセンター・隣保館
たかテレビ局
杉原紙研究所
交 流 会 館
中 児 童 館
みなみ児童館
杉原谷診療所
松井庄診療所
八千代診療所

☎（35）0080
☎（37）0250

☎（32）2384
☎（30）2101
☎（32）2385

☎（32）1250

【コミュニティプラザ】
加 美 プ ラ ザ
八千代プラザ
【教育委員会】
教 育 総 務 課
学校給食センター
こども未来課
【 公 民 館 】
中 央 公 民 館
（青少年育成センター）

☎（32）2388
☎（32）2389

☎（32）5122    
☎（32）5151
☎（30）2525

☎（30）0855
☎（32）2815

産 業 振 興 課
会 計 課
【 ア ス パ ル 】
生 涯 学 習 課
健 康 福 祉 課
地域包括支援センター
【建設・上下水】
建 設 課
上 下 水 道 課

☎（32）2380
☎（32）4775
☎（32）2382
☎（32）2381
☎（32）4779
☎（32）2386
☎（32）2383
☎（32）4776
☎（32）4777

【多可町役場】
代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
プロジェクト推進課
地 域 振 興 課
税 務 課
住 民 課
（住宅政策室）
生 活 安 全 課

  Facebookページ
『多可町プロジェクト』




